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ゑ
鴻
な
人
口
問
機
放
と
生
活
様
試
の

緊
化
は
行
政
へ
の
要
求
多
議
議
多
様
化

き
せ
ま
し
た
。
新
し
い
時
代
的
行
政
を

す
す
め
る
た
め
出
は
、
み
な
さ
ん
の
闘

が
多
〈
聞
き
、
急
か
し
て
い
〈
こ
と
が

大
切
で
す
e

宮
市
出
向
総
参
絞
り
中
で
翻
意
、
工
夫
を

こ
ら
し
特
偽
あ
る
都
市
ヴ
〈
り
を
付
な

う
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
行
総
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

市
政
懇
談
会
は
副
首
さ
ん
の
ふ
だ
ん
怠

勺
て
い
る
こ
と
、
品
弔
え
て
い
る
こ
と
を

お
蹴
聞
か
せ
い
た
だ
け
札
ば
シ
M
閉
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
闘
相
総
会
で
お
間
撃
し
た

欄
排
気
は
市
で
十
骨
検
討
し
‘
也
市
殺
に
反

映
い
記

L
ま
す
。
な
お
胸
部
日
開
会
的
内
議
、

殺
m
片
的
終
回
鴨
方
鈴
な
ど
は
拍
視
野
広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
e

附河女
w

年
鈴
を
削
問
わ
ず
‘
だ
れ
で
も

気
軽
位
務
総
し
て
下
患
い
。

wv
浴
官
帯
怒
師
時
か
ハ
ガ
キ
で
我
孫
子
市

我
孫
子
1
8
5
8市
袋
町
一
秘
験
終
ま
で
。

掛
〈
邸

)
1
1
1
1
内
線
2
0
6

間
応
務
幽
開
明
は
各
開
制
欄
沼
町
3
8嗣吋

非同

農
業
後
継
者
結
路
混
金
支
給

条
例
会
ど
同
議
案
が
可
決

消
防
庁
品
"
が
生
ま
れ
後
る
こ
と
に
な
で
す
。

り
ま
し
た
e

淡
咲
の
庁
舎
は
判
明
お
む
ヰ
給
停
舎
は
鉄
総
3
摺
議
、
総
出
内
蔵
蹴
酬

に
建
数
寄
れ
た
も
の
で
品
一
時
的
人
口
い
は
約
2
0
4
2笠
方
メ

iト
ル
。
レ
ン
ジ

約
3
万
人
と
寺
内
約
3
分
の
ー
で
し
た
ャ
l
徐
(
救
耕
縁
}
阪
線
総
段
、
ホ
ー

が
人
口
機
に
出
げ
な
い
淡
紡
救
急
活
動
口
ス
乾
燥
弛
暗
殺
な
ど
が
併
敵
さ
れ
る
は
か

品
川
子
る
議
姿
は
後
継
多
縁
持
出
し
て
き
て
災
教
的
問
測
や
組
終
銭
泌
が
商
品
細
川
叫
に
で

い
ま
す
。
ま
た
、
絞
綴
き
る
凝
議
が
詮
索
さ
れ
ま
す
。
ま
た
‘

尚
南
即
時
し
た
線
物
は
綾
綴
大
円
特
徴
は
淡
傍
救
急
機
A
W
シ
ス
テ

近
殺
朽
化
が
滋
し
く
を
ム
が
絞
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
ず
&

り
務
庁
食
が
磁
器
棋
さ
れ
来
款
に
は
叩
万
都
市
に
ふ
き
わ
し
い

る
こ
と
に
を
っ
た
も
の
済
効
救
紘
晶
体
制
が
凝
立
す
る
で
し
ょ
う
。

一一

一

一

昭

和

ね

年

第

3
g我
孫
子
市
議
会
笈
例
会
が
、
さ
る

9
月

内

比

二

一
一
日
か
ら
幻
閉
ま
で
織
か
れ
、
市
長
か
ら
我
孫
子
市
幾
業
後
継
者
一

二

絡

擦

枕

金

支

給

条

例

な

ど

げ

議

終

が

提

出

同

点

、

れ

、

そ

の

結

果

ω

一一

一
一
撃
歪
可
決
さ
れ
、

7
議

案
H

総
統
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
一
一

要

望

議

員

定

数

義

的

一

号

霊

童

話

を

蓋

す

べ

品

霊

問

題

和

安

絞

殺

孫

子

市

生

産

磁

盤

改
涙
す
る
条
制
門
的
…
制
総
に
つ
い
て
〈
可
夜
械
設
び
当
該
陵
地
内
的
住
居
蕊
一
柄
拘
理
事
議
特
別
会
計
段
人
議
出
次
終
的
総

決

}

カ

抽

出

に

つ

い

て

織

に

つ

い

て

漆
我
綿
子
市
身
体
総
薮
旬
結
婚
絞
殺
支
圏
学
的
援
域
及
が
そ
の
名
斡
妥
緩
い
緩
緩
和
郎
年
度
伐
採
手
市
公
共

γ
重

総
糸
町
付
町
一
揖
貯
金
改
古
ん
す
る
条
例
町
一
制
つ
い
て
卒
業
特
別
会
叫
制
裁
入
歳
出
判
決
算
丹
均
一
世
定

定
に
つ
い
て
(
汚
淡
〉
翠
ヱ
務
総
員
契
約
的
務
総
に
つ
い
て
H

に
つ
い
て

開
盤
刊
明
日
知
子
浴
公
費
問
止
条
例
の
一
都
合
終
孫
子
市
消
総
雲
ロ
新
柑
業
務
〈
可
能
〉
蹴
鴨
川
昭
和
緊
政
我
孫
子
市
水
滋
事
業
会

改
認
す
る
呆
際
的
制
定
に
つ
い
て
r
可
思
酷
昭
和
町
四
年
度
終
孫
子
市
一
絞
染
料
創
滋
計
投
入
歳
出
決
統
的
認
定
に
つ
い
て

後

)

孫

子

算

(

可

決

)

綴

教

育

品

交

会

委

員

の

絞

命

に

つ

い

て

忍
表
四
拍
子
市
蝉
脱
獄
後
世
間
者
総
縫
紋
金
支
圏
熔
綴
凶
同
年
度
終
孫
子
お
土
地
は
滋
盤
的
削
教
育
委
員
品
背
後
災
、
終
合
大
助
氏

臨
時
条
例
的
削
別
総
に
つ
い
て
(
可
決
一
環
卒
業
特
別
会
計
裕
正
午
dw持
(
可
決
}
が
甫
丹
後
さ
れ
ま
し
た
白

優
級
孫
子
市
内
品
網
棚
市
公
園
条
例
的
一
怒
冊
盟
問
明
特
出
年
度
殺
M

開
予
ふ
刑
公
共
下
ぶ
滋

r
-
z
:

駒
沢
気
温
三
判
明
誕
担
加

を
改
認
す
る
条
例
の
制
裁
に
つ
い
て
事
業
務
例
会
幹
章
子
柑
竺
可
決
)
晶
叡
滋
許
鐙
窃

i

{

可

決

)

警

利

回

年

度

葉

子

市

一

絞

審

議

飯

合

大

勃

民

一

冊

佳

一

入
議
山
副
決
銭
的
訟
定
に
つ
い
て

糧
問
附
和
成
年
度
我
何
悼
平
市
鼎
樹
氏
綴
燦
得
統
合
大
勲
(
火
正
3
年
叩

R
4日
生
)
…

鉄
事
縫
特
別
刷
会
討
議
人
鵡
山
間
決
算
内
総
マ
位
一
昨
我
張
子
市
山
制
問
F
1
0
8
7務
…

出

品

に

つ

い

て

端

的

内

山

川

。『
4
R
M
問
。
。
宮
内
診
車
岬
陪
両
氏
恥
茸

ι
l

お
樹
立
不
尽
dv
ゐ
丹
区
内
柑
血
恥
舷

4
2
勢

調

…

播

正

予

算

上

裕
和
協
年
度
一
祭
器
臥
明
正
予
鯨
い

0
0
0
万

円

)

総

計
上
さ
れ
た
務
級
殺
は
総
綴
6
鍛
4
4

〈

土

木

衰

〉

総

3
2
五
円
、
お
も
な
総
量
殺
主
総
@
移
動
露
鐙
器
棚
時
議
工
事
な
Y
M
A

吋

r了後
樹
被
爆
"
が
今
年
も
m
R

泌
紙
は
止
め
と
お
り
で
す
内

{
1
6
8
0方
向
)

M

隠
密
か
ら
幻
自
ま
で
行
わ
れ
ま
す
.

@
布
徐
嘩
向
車
線
惚
絞
殺
修
員
怒
五
組
{
4
M

こ
的
催
し
は
、
行
政
管
寝
庁
町
中
品
川
閣

議
務
時
る

0
0
0高
〉

W

に
よ
る
も
の
で
す
が
、
殺
様
子
市
で
も

@
初
期
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
態
設
務
総
賞
。
闘
機
治
区
南
帥
件
漁
学
路
用
品
地
関
紙
噛
周
目
隠
時
位
行
h
u
い
ま
す
。

逃
加
(
5
0
0万
m門
)

(

2

2

1

4

方
向
)
叫
家
庭
で
の
い
協
み
ご
と
、
務
総
ご
と
、

義

時

豊

島

定

義

養

護

竺

5
3・
5・
事

講

義

収

繁

〈

6
刊
行
政
へ
的
襲
撃
蓄
な
ど
専
門
皇

6
9
万
内
〉

9
2
0万
鈎

〉

山

政

民

に

よ

り

綴

棋

に

応

じ

ま

す

.

@

市

護

顧

問

襲

警

(
4
0
0
万

殺

事

〉

叫

相

会

る

に

お

で

か

け

〈

ま

い

。

開
門
)
@
私
立
幼
総
濁
総
嗣
開
担
問
臨
刷
淡
泊
相
助
金
波
川
相
叫
闘
は
祭
料
で
す
@
刷
物
拘
留
は
厳
守
い

@
中
鋭
機
怒
姿
統
創
刊
(
1
1
2
0
M
M円
)
和
樹
〈
1
6
3
9哨
月

間

同

〉

叫

た

し

辛

て

@
布
依
拠
殉
山
山
線
透
路
線
総
勢
設
置
工
事
@
仮
称
汲
水
小
及
び
仮
総
新
木
ム
中
間
用
地
一
一
軍
日
時
四
月
即
日
M

{

金
)

(
5
6
0
万

円

)

液

成

ヤ

ム

率

向

同

{
2捕時
6
0
0
0官Mm門
)
日
午
前
問
時
か
ら
午
緩
8
時

喜

怒

星

雲

小

量

級

微

量

漏

〈

1
7襲
撃

砕

護

所

(
1
憾
3
0
0
0官M
m
)

叫

(

市

民

綴

談

室

)
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議術の議衆院ふさわしく
議衡の秋です。京民的作&を一周lニ終示し、皆

さんで'重重複する文化委誌が今年も関かれます。

挙対日作dもは毎年レベんが向上し作品数もかなり

の数にのぼりました。

また、築費著書芸や図毒事なども行われます。

場所は中災公E莞宮古が中心ですが、告主的会主義γ・も

聞かれますので、よく場所告篠認してからおおか

借ま磐 滋 噛嚇 3議

申総 統 噛 苧友達美

鶴室主E号館長時起笹生部主主

波
紋
合
と
催
し
は
説
的
と
お
り
行
わ

れ
ま
す
。
臼
時
白
川
匂
乱
用
が
そ
れ
ぞ
れ
然

り
ま
す
か
ら
一
}
注
な
〈
げ
ん
ざ
い
。

脅
総
合
淡
町
棋
会

総
額
・
滋
議
・
韓
中
潜
・
写
実
‘
裁
綾

子
工
銭
・
考
古
。
一
副
総
作
ぬ
と
公
開
民
館

講
盗
殺
の
作
品
主
経
一
市
し
ま
す
。

め
て

を
中
必
に
関

。
随
時
日
月
3
日

か

ら

日

月

5
臼
〔
日
〉
、
午
前
9
時
か
ら
中
総
4

時。
磯
部
問
中
山
穴
公
国
民
館

藤
総

堅
金

。
日
時
訪
問
月
部
悶

(g)

午
州
即
時
時
か
ら
午
後
4
時

O
場
競
一
中
少
、
公
災
認
制
裁

櫓
憾
の
脅

口
日
時
時
n
m
m
o
へロロ)

令
市
開
始
時
か
ら
午
後
2
時
泊
分

。
嶋
崎
鴻
中
央
公
民
館
利
率

口
隆
「
落
一
指
L

l

h

時・

1

当
季
総
体
L

2
匂

針

3
匂

。
会
費

5
0
0
附
門
持
切
日
月
中
本

悶
口
連
絡
仲
間
決
猪
子
借
旬
開
内
紛
会

染
谷
明
〈
油
科
M
知子
2
5
6
2
)

出
口
〈
田

)
8
9
2
5

品
暗
闇
困
惑
犬
舎

。
ぉ
時
日
月
刊
M

門
口
〈
臼
)

午
前
9
持
担
分
か
ら

。
議
所
中
央
公
民
銘

。
接
加
料

1
0
0
0
m円

。
出
叩
也
鳩
山
同
日
会
場
で
一
味
付

。
大
会
内
務

F
長

杯

戦

3

段

以

上

織

委

@
文
化
市
地
阿
刷
会
長
訂
作
戦

1
織
か
ら
口
続
出
向
日
月
3
n
{
h
m〉
か
ら
れ
月

2
段

5
n
〔
目
白
)
午
前
日
時
か
ら
午
後

働
市
議
会
議
長
杯
戦
2
摂
か
ら
4
3
時

続

O
塘
吋
酬
や
央
公
開
目
録

。
日
本
仲
間
次
代
総
子
支
欝
長
杯
叫
料

品
轍
孫
餓
拙
附
(
洋
楽
・
胡
持
議
〉

w
b
筏
以
下

oa時
開
月
別

g
(日
)
キ
前
日
時
。
逮
絡
先
日
本
総
括
我
郊
予
定
的
酔

か

ら

午

後

3

時

広

部

閥

的

女

一

湖

北

h
U
8
的
日
内
総
M

G

議

所

湖

北

台

東

小

学

校

泳

育

館

盟

(

槌

)
2
7
9
8

融
欄
篠
総
務
(
民
回
附
a

然体障〉

O
録
時
日
舟
山
川
口
口
(
日
}

午
山
間
9
時
日
四
分
か
ら
午
後
4
時

。
議
所
明
間
兆
台
関
小
効
後
体
育
鈴

構
菊
花
開
肝

心
的
口
時
我
刊
相
手
地
反
日
持
円
3
m
m

(nn)
か
り
H
U
月
?
u
n
(
大
)
、
川
湖

北
柏
崎
氏
口
月
l
z
{
本
〉
か
ら
口
丹

7
n
n
{
火〉

。
禍
鴫
四
期
我
孫
子
地
以
中
央
公
民
総

惜
別
・
湖
北
柏
崎
区
湖
北
淡
北
口
広
場

@
写
察
お
上
か
ら
芸
能
祭
・
融
緩

滋
m
m
E
絵
薗
議
・
描
都
道
展

空
識
の
雑
草市長への手紙Jから

燃やをきるゴミの収主義時1霊祭
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燃やせt.いゴミ母紋重義EH呈察

凶
以

革
主
り
f
R善
意

白

書

主

淀

川

ゃ

っ

〈

し

繁

一

嘉
胤
問
主

-
x
v
i
v列
島
E
丹

支

所

ム

総

量

的

時

討

議

総

統

'

天

一

品

事

官

3

h

F

Z
ゃ
i

一

土

台

零

時

ム

議

所

一

J
・
時

d
Y
4
u
ふ
M
南

側

げ

て

市

長

か

ら

害

状

が

警

ま

す

か

一

串
ち
ゃ
ん
の
す
こ
や
か
な
成
授
と
事
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
で
す
a

ら
必
ず
そ
の
ハ
庁
キ
を
ご
袖
付
移
川
町
、
ヴ
一

宮
崎
側
い
、
今
綴
は
削
船
倉
樹
と
し
て

V
悶
時
拍
月
部
閥
系
)
幻
自
(
家
、
ぇ
.
殺
寄
り
的
場
所
明
会
受
取
り
く
行
一

ご
}
ぶ
し
い
を
お
贈
り
し
ま
す
“
午
前
9
静
か
ら
は
持
と
午
後
1
時

か

ら

さ

い

俊

一

議
す
り
も
控
ち
札
る
お
開
っ
く
り
た
し

4
時

ま

で

問

問

合

せ

は

冷

閥

抗

深

ま

で

o
m絡
協
紙
一

て
的
い
紙
化
選
五
仰
と
絡
み
」
ヵ
め
が
こ
々
を
マ
綴
附
則
市
役
品
開
烹
庁
・
湖
北
支
所
・

3
1
8
か
3
1
9
で

ナ

。

一

り

愛

し

て

い

た

だ

く

た

め

令

誕

生

》

一

本

的

警

合

認

め

て

?

芸

品

ゲ

億

輸

な

ブ

ロ

ッ

ク

塀

を

ま

く

そ

う

一

ま
究
室
庭
に
植
え
る
か
霊

2

あ
な
た
の
家
も
点
識
を
一

に
椛
え
て
〈
だ
さ
い
e

誕

生

の

え

は

一

予
災
沼
公
団
・
天
王
尚
術
兇
蝉
脱
会
同
時
、
ブ
ロ
ッ
ク
綴
u
u
持
制
怒
ん
の
ま
わ
り
に

天
来
ム
問
削
悶
公
開
閉
・
っ
く
し
努
4
ザ
八
山
町
出
・
た
〈
苔
ん
岡
地
ら
れ
る
も
の
ぞ
、
そ
れ
だ

湖
北
台
中
央
公
開
・
市
役
i
号
公
開
閉
め
け
に
工
事
裁
者
も
…
綾
住
民
内
方
eu詑

6
か
滑
に
あ
り
ま
す
れ
料
収
的
安
易
に
考
え
が
ち
℃
す
e

今
年
6

今
問
倒
的
被
お
者
は
間
唱
和
mm
年
1
n
M

丹
に
発
殺
し
た
諮
問
域
沖
仙
川
嶋
崎
ぞ
は
、
ブ

務
か
ら
昭
和
町
山
部
0
0
丹
羽
nu
ま
で
に
生
。
ヅ
ク
塀
や
石
綴
hwym
持
制
呼
場
で
多
〈

S
4
1
1
1‘
1
I
b
i
s
-
y

的
絞
殺
が
山
間
た
こ
と
拭
ご
存
知
的
こ
と

花
粉
出
蕊
に
絡
は
れ
、
長
さ
は
1
‘
同
と
患
い
ま
す
。
滋
分
の
ま
b
り
や
丸
ま

6
メ
ー
ト
ル
ま
で
伸
が
率
す
。
セ
イ
袖
わ
し
て
正
し
い
総
て

ηに
よ
ら
な
い
泳

タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
掌
は
同
月
か
ら
は
丹
時
設
な
フ
ロ
ヌ
ク
続
行
総
な
ど
を
な
〈

に
か
け
て
掛
料
品
目
的
総
が
映
〈
多
年
生

W

す
よ
う
ね
u
域
か
ら
心
が
け
て
〈
幻
さ
い
。

織
物
で
物
品
料
は
虫
に
巡
ば
れ
ま
す

R

一切

繁
殖
力
が
緩
ん
で
4
メ
ー
ト
ル
的
際
問
そ

書
家
で
伸
び
ま
す
。
花
粉
公
害
を
ま

き
ち
ら
す
の
は
プ
タ
革
的
方
て

μピ

イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
ゆ
命
誌
あ
ま
り
療
が

な
い
よ
う
で
す
が
、
綴
骨
格
は
心
が
け
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湾
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静
脅
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割
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し
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係
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を
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凶

硝

パ

持

門

事
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時

点

て

て

お

き

、

襲

警

し

て

お

支

払

川

出

い

織

し

γ

料
開
閉
山
吋
い
す
る
ま
で
の
附
閥
、
市
町
村
令
ど
い
い
悌

二

昌

弘

雪
;

2

5

さ

ん

の

表

委

主

人

師

ま

T
J
4
護
金
主
主
題
ぎ
れ
て
い
ま
す

a

問
肘
〕
川
均
時
わ
山
町
吋

w
h

こ
れ
か
ら
も
、
静
き
ん
の
等
し
の
お

司
U
H
m
m
J九
蜘
判
刊
訂
時
日
約
一
寸
紅
役
北
此
つ
腕
開
議
保
険
づ
く
り
じ
っ
と
め

緑
川
附
昨
日
吋

J
W

州
わ
ん
U
M
同
ト
げ
時
ま
す
め
で
、
幅
開
易
係
時
間
に
つ
い
て
師
内
で

7
2
r
ル
ン
ヤ
ガ
!
ズ
初
捷
鴫
w
a

も
郵
便
潟
に
お
た
ず
お
く
だ
菩
勺

ー
司
リ
ハ
ハ
ハ
川
j
i
l
a
l
l
i
-
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け
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凶
l
i
i
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検
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イ
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タ

ラ

タ
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4

盗
)
を
品
指
定
し
て
検
査
し
、
受
検
も
れ

元

兵

ン

ア

ロ

ア

グ

ク

J

タ

ホ

ス

m

M

Z

ン

h

T

4
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ク

ァ

ラ

リ

ザ

ヴ

ル

干

フ

ユ

イ

ァ

;

ジ

い

山

ス

を

な

〈

す

た

め

計

量

百

百

円

尉

開

場

し

て

い

れ
じ
い
ヤ
つ
刊
行
ベ
ケ
二
パ
パ
村
U

M

M

ン

る

筆

業

種

ご

と

に

蓄

に

軽

量

東

叩

我

ド

ブ

日夕少年野球大金

結果
令め少竿野線大会夏季大会復、

"チームを集Fうて111>れまlrご町
その給果、 Aクラ針案リトルジヶ

がズ亀タラスほザ e マ ~o-

，が覆怒しました，

剣
蹴
酬
な
ど
に
詰
J
夜
潟
と
し
て
瞳
来

バ

ッ

タ

た

く

さ

ん

…

人

中

川

中

襲

警

告

数

越

冬

:

と

れ

た

?

一

あ

る

が

、

準

語

主

義

で

も

撃

織〕明輔

刊
で
る
み
J

Z
…
削
孫

叫
緩
み
我一一UUP人

口
移
動

み
ら
れ
る
。
詩
的
シ
ラ
サ
ギ
の
仲
叩

F
M
L
爽
態
鶏
変

警
は
棄
で
、
童
謡
セ
ン
チ
メ
咋
人
日
常
収
支
年
以
降
持
議
県
全
体
で
は
噂
転
勤
電
転
警
ど
の

i
F
ん
佼
九
叫
鳴
門
売
か
ら
織
の
党
ま
で
九
し
く
彩
っ
て
い
ま
す
が
、
納
相
関
年
同
制
難
的
犠
品
開
じ
よ
る
も
の
が
浦
町
A
t

)
の
長
三
闘
す
首
が
長
く
…
一
年
泌
を
み
る
と
、
総
入
は
1
1
8

民
主
主
っ
て
い
る
的
に
対
し
て
当

副

作

禁

官

僚

美

空

崎

多

τ

3
入
、
戦
お
誌
5
8
4
3
人
で
、
講
で
は
こ
内
開
設
が
全
〈
入
れ
袋
わ

ギ
数
集
ま
っ
て
い
る
と
き
は
豆
し
引
き
5
8
2
0
人
が
技
会
?
っ
て
い
ま
で

事
げ
見
ご
た
え
が
あ
る
会
福
…
な
っ
て
い
を
こ
れ
は
、
い
わ
ば
次
に
転
出
産
耐
え
る
と
毛
最
も

L
Fギ
に
い
る
コ
サ
ギ
と
は
大
器
す
人
に
五
人
的
制
告
で
転
忠
入
い
附
附
多
い
の
は
ぷ
診
で
四
%
、
次
い

問

サ

早

速

い

，

こ

と

に

高

言

し

て

い

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

で

露

-

襲

縁

組

い

が

芸

ee一は
哲
が
狩
仏
悶
〈
笈
織
は
盟
山
)
印
ミ
つ
し
た
転
治
入
殺
を
対
象
に
し
蜘
刷
機
・
転
職
し
が
山
崎
%
響
的
核
で
、

¢
f
コ

主

義

は

I
Z潟
叩
て
、
裕
和
問
年
撲
に
「
千
葉
県
人
口
不
満
で
言
語
と
し
て
で
護

之
J

で
附
途
ろ
こ
と
は
な
い
。
山
移
動
療
能
町
総
長
」
が
爽
総
務
れ
、
移
が
狭
い
・
少
を
ど
は
拍
%
、
吋
然
活

t

w

(
芸

警

2

羽

大

サ

道

議

が

い

く

つ

か

に

草

さ

れ

て

護

憲

い

L

2

1

5

%

と

持

率

持

品

コ

サ

ざ

品

い

ま

す

。

な

っ

て

い

手

総

出
J

V

R

ま
ず
、
殺
事
へ
の
転
入
鳩
山
闘
と
し

災害は恋、れな

やつ

間
際
的
袋
地
に
は
後
離
が
魚
い
茂

り
符
丈
以
上
の
み
匂
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
革

や
ブ
タ
歯
ゆ
が
今
が
き
か
り
と
峡
い
て
お

り
、
ア
レ
ル
ギ
の
人
々
ね
と
っ
て
詰

総
粉
公
害
と
な
る
ば
か
り
で
な
〈
、
防

犯
・
防
止
め
た
め
に
も
ぜ
り
均
り
絞
る

よ
う
地
中
点
に
翁
議
し
て
く
ど
幸
い
e

晴
樹
地
主
に
連
絡
を
ち
、
早
急
に

随
分
で
叫
刈
り
取
る
か
市
ヘ
佼
続
し
校
料

で
刈
り
蜘
執
る
主
フ
に
し
て
土
地
内
管
理

拡
充
分
気
を
つ
け
て
は
l
い
と
申
し
入

札
ま
し
た
。
市
は
か
緋
と
枇
の
2
限
緩
骨
格

的
除
却
を
行
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
市

紡
附
し
た
綴
は
ご
協
カ
を
お
開
明
い
し
ま
会
慌
桜
し
た
い
方
は
淑
跡
的
諮
へ
申
し
込

す
e

ん
で
く
だ
さ
い
。
プ
タ
草
や
セ
イ
タ
カ

口
定
期
検
議
日
m
n
M
m
g
号
め
い
払
絡
で
ア
ワ

F
チ
輸
相
は
閣
内
ヒ
キ
ク
科
で
す
が
ま

お

知

ら

ぜ

し

ま

す

。

っ

記

く

お

め

種

開

ぞ

令

，

ブ

タ

革

は
8

0
事
務
回
開
策
印
刷
月
間
銭
以
降
1
か
閥
均
月
下
帽
に
花
を
叫
明
か
せ
1
党
案
総
紛
で

慣
に
潟
余
交
付
い
ま
す
が
、
総
俊
民
が
富
自

E
S義
者

g
z
t
g
z
z
s
i

脅
し
ま
す
e

し
な
い

t草
案

義

務

づ

け

て

O
計
量
正
抱
強
総
持
絡
い
な
い
と
の
に
と
ヤ
セ
ー
ル
ス
?
ン

V
期
隅
向
日
開
口
1
8
か
ら
日
月
間
絞
め
雷
っ
た
こ
と
拙
ウ
ソ
だ
っ
た
a

綴

V
行

事

塁

塁

N
義
時
間
大
会
H
月
戦
織
に
は
役
続
は
欝
い
て
あ
っ
た
が

げ
日
@
計
量
淡
綴
綴
導
電
議
番
号
は
織
し
で
あ
っ
た
。

詳
し
く
は
総
工
蕊
ま
で
a

画
h

地問暗然糊制

後
数
談
内
で
仕
所
か
ら
総
べ
た

ε

消

費

者

蛾

向

精

稲

談

こ

ろ

全

校

は

霊

長

か

っ

た

5

湖

裁
者
に
そ
め
v
M
と
を
知
ら
せ
た
と
こ

癖

滋

線

内

容

ろ

ん

急

ら

め

る

と

の

ニ

と

で

し

た

e

郵
揮
出
渇
か
ら
た
め
ま
れ
た
と
言
っ
て
〈
注
怠
〉

表
札
を
溜
り
に
来
た
c

家
殺
事
明
治
M
V
持
判
官
庁
令
ど
め
お
を
か
た
っ
て
紛
州
問

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
、
?
の
で
践
っ
鋭
符
合
し
て
い
る
悉
質
な
セ
ー
ル
ス

た。

1
9
0
0
間
内
定
払
い
領
波
容
を
受
叩
ン
が
い
ま
す
。
不
務
に
思
っ
た
持

け
と
っ
た
。
翻
際
弱
に
問
い
合
わ
せ
た
は
必
ず
潔
フ
前
;
夜
間
開
当
局
に
後
綴

と
こ
ろ
、
絡
む
は
表
札
そ
創
刊
る
こ
と
誌
を
し
て
隊
め
ま
し
ょ
う
。

て
最
も
多
い
の
は
「
生
活
環
境
が
淡

い
し
料
、
出
品
%
を
占
め
て
い
ま
す
e

中仇

い
P
1結
婚
・
憐
機
・
縁
組
組
」
が
げ

配
地
「
部
騒
が
多
い
い
が
日
%
粧
品
別
い

が
ほ
%
、
ぷ
肺
機
・
転
職
い
が
m
w
M
湖
、

先
生
を
助
け
出
し
ま
し
た
“

号
フ
し
た
日
顎
め
~
訓
練
が
、
い
さ

と
い
う
時

ι役
政
つ
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
復

災
時
背
は
.
い
つ
島
知
激
す
る
か
ろ
か

り
ま
せ
ん
む
み
な
蓉
ん
の
日
ご
ろ
の

安
会
務
燃
は
万
全
で
し
ょ
う
か
a

採

録
州
内
ち
お
し
品
問
綴
灘
、
券
常
口
の

向
検
、
選
僻
難
問
時
的
機
誌
な
ど
、
も
う

一
度
チ
瓜

む
し
よ
う
。

て
必
ず
刈
り
取
る
よ
う
線
中
点
的
だ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
ず
・

我
孫
子
市
に

新
名
所
会
γ
:

車割
引

終
ふ
品
納
久
我
孫
子
市
丹
新
品
説
明
に

小
、
き
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
い

か
が
で
し
ょ
‘
ヲ
か
。

審
判
地
問
添
い
円
減
師
時
〈
布
伎

i
品
問
山
則
的
時
)
は
初
蹴
閉
山
川
河
川
区
域
で

徒
坊
で
あ
る
た
め
‘
ー
メ
i
ト
ル
以

上
向
舎
を
縫
え
る
こ
と
は
で
お
ま
せ

ん
A

こ
町
溝
、
平
伐
採
遂
事
選
に
村
間
約

前十中
2
0
0
本
を
樟
脳
出
い
た
し
ま
し

た
め
を
数
年
後
、
私
哨
織
的
容
を
高
木
し

ま
せ
て
く
れ
る
も
の

ι患
い
ま
す
咽

ふ
け
る
方
も
多
い

よ巴
7
か
s

一
時
一
期
、
め
っ
き
り
盗
か
私
議
し
た

畿
と
ん
ぽ
が
今
年
は
苧
w
H
湖
周
辺
に

た
〈
き
ん
見
か
け
ら
れ
れ
ま
す
ロ

こ
れ
は
，
殺
虫
カ
円
強
い
尚
偶
然
食

品
賦
宿
し
な
く
な
勺
た
た
め
で
は
な
い

か
と
言
わ
札
、
線
と
ん
は
だ
け
で
は

な
く
、
い
な
こ
が
持
政
り
の
持
勺
た

悶
ん
ほ
に
大
量
に
発
ゑ
し
て
い
ま
す
。

都
市
化
丹
波
が
押
し
寄
せ
る
中
で

こ
う
し
た
陶
酔
加
が
取
り
も
ど
き
れ
る

こ
と
か
、
都
会
か
ら
転
入
し
て
き
た

万
た
ち
に
も
、
ふ
る
き
と
我
孫
千
を

怒
識
し
て
も
ら
れ
る
こ
と
と
副
都
い
ま

す
，
休
際
的
夕
方
、
ぶ
ら
り
と
沼
に

飲
辞
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
e

H
v
私
は
何
を
や
る
に
も
良
い
学
附
則
。

絞
殺
に
ス
ポ
i
y
に
捕
時
酬
に
と

i

告

分
内
総
時
に
あ
っ
た
も
的
精
一
杯
最

L
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
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う
か
。
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し
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れ
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切
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溜
榔
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あ
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寺
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議
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い
地
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て
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あ
っ
た
校
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寺
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潟
、
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に
滋
せ
ら
れ
た
時
に
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ま
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間
家

謀
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州
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地
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ど
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伝
わ
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書
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に
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門
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制
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滋
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れ
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れ
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れ
る
こ
と
は
な
り
か
ね
い
が
し
か

な
い

B

地
名
は
、
土
中
に
出
掛
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漆
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・
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れ
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築
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ら
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知
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叩
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史
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縦
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小
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史
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あ
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。
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。
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潟
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仲
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滋
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。
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シ
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植
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縫
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史
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落
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叫
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流
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。
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。
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っ
て
い
る
@
中
静
に
‘
水
神
地
名
で
品
売
先
n
M
発
堀
機
殺
の
行
わ

判
別
‘
液
晶
印
、
神
明
時
期
・
八
検
問
・
大
臼
れ
た
+
闘
い
官
街
と
思
わ
れ
る
遺
跡
と
椅

成
樹
胸
部
、
中
恩
に
は
淡
申
前
別
一
高
級
ら
か
の
関
係
が
島
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ザ
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・
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砂縁者言内容 小学倹1.2童話、中

学生佐藤筏生一線の凶

時占出銭大人京湾内(中学生以

上〉 小人100P守
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薬事後要望書霊へきれいな工作局の総耳華

〈々ささんいただ害君主主し定。

し鞠
iファミ1)-スポーツ滋齢 i
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